




















































































































































■コトづくり研究所で生まれている「コト」とこれから
　「コトづくり研究所」のコンセプトは、「みんなで、たのしいコト、

あたらしいコト、おいしいコト、したいコト、をつくる研究所」であ

り、2024年にオープンして 2 年が過ぎ、多彩なアイデアが形となり、

地域に新しいにぎわいをもたらしている。

　例えば、西山商店街では毎月第一土曜日を「わくわくサタデー」と名

付け、各店舗が趣向を凝らしたイベントを開催している。コトづくり研

究所の「コトコトカウンター」では、オリジナル惣菜「コトいなり」な

どを販売し、季節の食文化を楽しむ機会を生み出し、「コトコトテーブ

ル」では、フラワーアレンジメントのワークショップをはじめ、多様な

テーマに合わせた体験型イベントがおこなわれている。

　他にも、西山学区での夏の盆踊り大会に合わせた飲食販売や、ハンド

メイドの小物やアクセサリーの小さなお店が並ぶコトコトマルシェな

ど、地域の人々が気軽に参加できる企画も多数実施されてきた。また、

2025年11月には、西山商店街をメイン会場とした「なごや裏山芸術祭

2025」が開催され、「コトコトカウンター」はレセプションとして、 2

階の「へへへのおへや」は展示スペースとして活用され、地域とアート

の融合を実現し、こうした取り組みは、地域の魅力を再発見し、人と人

をつなぐきっかけとなっている。

　コトづくり研究所は、食・クリエイティブ・アート・コミュニティな

どが交差する多様なアイデアを形にする社会実験の場であり、学生た

ち、西山商店街や学区、クリエイター、地域の人たちが集い、やりたい

ことを試し、実現できる場所として、多様なニーズに応えていきたいと

考えている。

　今後、コトづくり研究所はさらに進化し、単なるイベントスペースで

はなく、地域の未来を共に描くプラットフォームとなっていく。ここで

生まれる「コト」は、人と人をつなぎ、地域を元気にし、これからも、

みんなで「たのしいコト」「あたらしいコト」「おいしいコト」「したい

コト」をつくり続けていく。

　最後に、先日あった嬉しいコトをご紹介する。椙山女学園大学から西

山商店街へ向かう途中のこと。下校中の西山小学校の児童が、道路の反

対側から大きな声で「あっ、コトづくり研究所の人だぁ！バイバイ！」

と声をかけてくれた。思わず「おー！バイバイ！！」と返したその瞬

間、なんだか西山商店街の一員になれたような気持ちになれた。この

出来事は、私たちの活動が地域に少しずつ浸透し、子どもたちにも認知

されていることを実感できる場面だった。地域連携は、単なるプロジェ

クトやイベントだけでなく、こうした日常の小さな交流から生まれる信

頼や親近感がとても大切であると思う。「コトづくり研究所」では、今

後も地域の方々と自然な関わりを重ねながら、西山商店街や大学と連携

し、まち全体の魅力を高める「コト」を続けていく。

コトづくり研究所

2024年 3 月竣工。愛知県名古屋市名東区名東本通2-24。
設計：植村康平建築設計事務所＋椙山女学園大学生活環
境デイ残学科𣘺本雅好研究室
←Instagramはこちら

はしもと・まさよし

1973年 群馬県生まれ／2001年 東京大学大学院博士後
期課程修了／博士（工学）／現在：椙山女学園大学 准教
授、コトづくり研究所 デザインパッサー／2003年 日本
建築学会 奨励賞／2025年 第57回中部建築賞 入選、第
33回愛知まちなみ建築賞受賞

コトコトテーブルでのワークショップの様子

夏の盆踊り大会に合わせた飲食販売の様子
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東海の建築：居心地

ホームとしての居心地

愛知大学豊橋キャンパス 
Center Bldg.
愛知県豊橋市

日建設計
奥宮由美・岩間　愛・向後美穂

思い思いに過ごす学生達

緑の芝生広場に面した吹き抜け空間

100万冊
の

蔵書
100万冊

の
蔵書

ワークフロアワークフロア

芝生広場芝生広場

トップラウンジトップラウンジ図書館図書館

大教室大教室
交流ラウンジ交流ラウンジ

断面イメージ

歴史あるキャンバスの中心に、学生の「居場所」となる複合施設を計画した。図書館と連携する約100万冊の蔵書を 3 階に持ち上げ、 1 ，2 階を芝生広場
につながる学びと交流の場とした。 1 階は多人数が行き交う大教室と交流ラウンジを、 2 階は情報と言語センターを有するワークフロアを一体的に配し
た。 3 階の蔵書空間を見下ろすことができる 4 階トップラウンジからは、学内外の景観が四周に広がっている。歴史と緑の風景を取り込み連続した空間
構成により、キャンパスの全体像を認識する中で、点在していた様々な行為が心地よくシームレスにつながることを意図した。
そして、利用する学生の多様な人格とふるまいの受け皿として、また将来への可変性を可能とするために、本計画では、多様で雑多な状態を抱擁するラ
フさをベースとし、それらを編集していくデザイン手法を採った。家具や仕上げ材には、解体校舎の造作材料や、キャンパス内の伐採樹木を活用した。
場所の記憶を素材の手触りとして継承し、時間の巾を持った家具を組み合わせることで、ホームのような多種多様な空間づくりを目指した。 1 階のトイ
レは、男女比率の変動や利用形態の多様化に対応しつつ、滞在を許容する居場所として設えた。高い遮音性によって音への不安を低減し、トイレ空間を
単なる通過点から、ひとりで過ごし気持ちを整える場へ引き上げている。
結果として、学びの器でありながら、居場所としての確かな安心感「芯のある居心地」を備えるに至った。学生が自分のペースを取り戻し、次の活動へ
移行するための、キャンパスの新しい拠点である。
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ありませんでした。ですから太田さんは、自分が引っ張っていこうと

いう気持ちを強く持たれていたように思います。

笠原　大阪事務所で吉村先生が中心となって設計したというプロジェ

クトはありましたか。それとも、関わられたどのプロジェクトも太田

さんが中心になってデザインされたのでしょうか。

吉村　そうですね。太田さんは口も達者でしたから。一方、西澤さん

はそうではありません。太田さんが提案をまとめて西澤さんに相談し、

それに西澤さんが「ああ、そうか」「そうやるか」と言って決まってい

く。大阪事務所での仕事はそういう感じだったので、どちらかという

と太田さんが引っ張っていたイメージがあります。

笠原　初めて聞くお話です。てっきり、西澤さんが中心になって仕事

をされていたと思っていましたが、中心は太田さんなのですね。

吉村　はい。西澤さんはあまり主張する性格の方ではありませんでし

たから。西澤さんは「太田くん、これどう思う？」と尋ねることもあ

りました。こうしたことが重なるうちに、太田さんもご自身の仕事だ

という感じで進められることもあったように思います。太田さんは自

分で引っ張っているということを表にはもちろん出しませんが、一番

年上という状況になり、自分で決めるという場面が多くなっていった

ような感じでしょうか。今思い返せば、それは良い面とそうでない面

の両面があったように思います。

笠原　太田さん以外に、大阪事務所をリードする方はいましたか。

吉村　いえ、そのような感じの方はおられなかったと思います。

笠原　吉村先生が坂倉事務所に入所されるのが1965年、退所されるのが

1975年です。そのちょうど真ん中あたりの1969年に坂倉準三さんが亡く

なられています。その前後で事務所の体制や様子に変化はありましたか。

吉村　大阪事務所に長くいましたが、変化したという意識を持ってい

ませんから、影響はあまりなかったと思います。私自身は坂倉さんの

下にいなかったので、とうとう亡くなられたのかとは思いましたが、

亡くなったから大変だというような状況にはなりませんでした。

笠原　坂倉さんは大阪にはあまり来ず、大阪事務所は西澤さんや太田

さんに任せていたということでしょうか。

吉村　任せていたと思います。坂倉さんが亡くなられて、西澤さんが

事務所全体の代表になりました。それで西澤さんは多忙になられまし

たが、大阪事務所自体は特に変わったことはなかったように思います。

笠原　東京事務所には、坂倉準三のご子息である坂倉竹之助さんがお

られました。竹之助さんは設計をされていたのでしょうか。

吉村　していたと思います。

■建築環境研究所の設立
笠原　吉村先生は1975年に坂倉事務所を退所して独立されました。35

歳の頃ですね。

吉村　そうです。数年かかりそうな大きな仕事に、個人として声をか

けていただいたのがきっかけでした。阪本精神病院（1977年竣工）と

いうもので、共同でのプロジェクトでした。精神病院の設計は簡単で

はありませんので悩みましたが、お引き受けすることにしました。

三宅　作品リストによると、そのお仕事は京都工芸繊維大学におられ

た西村征一郎先生とご一緒されていますね。共同設計となっています。

吉村　この仕事をとりまとめている方がいて、その方が西村さんと私

でやりなさいと。そういうわけで一緒に取り組みました。

笠原　このお仕事がきっかけで、建築環境研究所を立ち上げられたの

ですね。

吉村　そうです。建築環境研究所という事務所名には、個人の名前が

入っていません。そこがミソなのです。

笠原　「吉村篤一」という文字をあえて含めなかったのですね。それ

はなぜでしょうか。組織で設計するのだからあえて個人名を出さなく

てよいとお考えになったのでしょうか。

吉村　事務所をつくった当時は他の方も関係していましたから。私の

名前だけにすると独り占めしたようにみえますので、そう思われない

ように建築環境研究所としたのです。周りを考えてのことでした。

笠原　坂倉事務所のような個人の事務所と違って、組織事務所として、

所員と一緒にやるのだという考えを表現されたのかと思っていました。

吉村　いえ、そういうわけではありません。人間関係ですね。言い方

が難しいのですが。

笠原　建築環境研究所は大阪でスタートしたのですね。

吉村　はい、事務所を立ち上げた当初は、北浜にある青山ビルの 1 階

に事務所がありました。その後、天満橋に移り、さらに京都の今出川

へと移りました。

駒井　私も所属していた天満橋の頃は、土佐堀川に面したビルの 7

階に事務所がありました。そこからは天神祭の際の船渡御がよく見え

ましたので、毎年、祭りの当日には事務所にたくさんのお客さんがい

らっしゃいました。お客さんが入る場所をつくるため、事務所の片付

けで毎年大変でした。

吉村　大阪の人でも船渡御を上から眺める機会はそうないので、みな

さん楽しみに来られていたのです。

笠原　京都の事務所は、御所近くの、かつて上田篤さんが入居されて

いたところですね。北側に武田五一が設計した建物があり、それが取

り壊される時に調査に入りました。その時、「これ、壊されんねん」と

言いながら、吉村先生が隣から出てこられたことを覚えています。

吉村　そんなこともありましたね。
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■建築環境研究所での仕事
笠原　建築環境研究所では、どのような体制で仕事を進めておられた

のでしょうか。担当する所員が考え吉村先生がそれに応答されるのか、

それとも吉村先生が所員にスケッチをわたして、それを所員が図面に

仕上げていかれるのでしょうか。

吉村　描いたスケッチを押し付けるというようなことはしません。

笠原　ということは、坂倉事務所のように、所員を活かすというか、

所員を信じて任せる、というようなやり方をされていたのですね。

吉村　特に意識したことはないので、自分ではよくわかりません。言

われてみて、そうだったのかなと思うくらいです。これを所員に任せ

るとか、私がやるというようなイメージは特にありませんでした。

駒井　私が在籍していたときの印象では、最初はもちろん所長がス

ケッチを描いたり、アウトラインを構想されたりするのですが、その

後はわりと所員に任せておられました。所員から出てくるものを、一

緒に作り上げていくというような感じです。お施主さんや工務店との

打ち合わせにも若い所員が同行するのですが、所長は打ち合わせをす

る様子を静かに見守るスタンスだったので、所員には自分が任されて

いるという感覚や、自分が進めなければいけないという危機感があっ

たようです。もちろん、本当に大事なところは所長がしっかりと抑え

てお話しをされました。

笠原　お話を伺って、やはり坂倉事務所と似ているなと感じました。

吉村　そうなのかもしれませんね。坂倉さんや西澤さんも、こうしな

さい、ということをあまり言われませんでした。

笠原　坂倉事務所のやり方を継承されておられるのですね。

吉村　いえ、継承というわけではなく、自然とそうなっていたという

だけです。

笠原　先ほど、坂倉事務所では担当所員を中心に設計を進め、西澤さ

んが適宜コメントをなさると伺いました。坂倉事務所からは、吉村先

生をはじめ個性的な建築家が輩出されていますが、その背景には所員

にまかせるという事務所の進め方があったのではないかと思います。

吉村先生の事務所のやり方もこれに似ていて、だからこそ建築環境研

究所から各地で活躍しておられる個性的な建築家がたくさん育ってい

るのだと思います。

吉村　所員それぞれに、もともと個性がありますから。所員たちは、

私が言ったことに対して自分が良くないと思えばそう言いますし、自

分の意見を持っています。そのやりとりを重ねるうちに、事務所での

仕事が進んでいったわけです。

笠原　所員のことを尊重されているのだと感じます。

吉村　所員であろうとなかろうと、他人の意見はきちんと聞いて、そ

れにどう応えていくのかが一番大切です。

笠原　個人を重んじて、丁寧に付き合っていくということですね。

駒井　例えば住宅の設計は、所長は所員からの意見も受け入れ、その

上で所長の考えを所員に伝えるというやりとりを重ねるなかで、でき

あがっていったように思います。ですから、どれも担当者の人間性と

いうか人柄が出たような作品になっているように思います。

笠原　担当した所員の個性が滲み出ている、ということですね。

駒井　はい。だから担当者は、自分が担当したものには強い思い入れ

を持っていたと思います。

■所員とのやりとり
駒井　所長のご家族から、所長がご家庭では偉そうだったというお話

を聞いて驚きました。事務所ではそういう感じはありませんでした。

所長は、設計の細かい部分、例えば細部の寸法に対しては「ここはこ

の細さがいい」「こっちはこの太さ」という具合に絶対に譲らないとこ

ろがありましたが、所員からの「こうしてみたらどうでしょう」とい

うアイデアに対してはおおらかで、否定はされませんでした。「それは

本当にいいのか」「ちょっとここが気になる」というように、所員の考

えを深めさせるようなことは言われても、「それはおかしいからこうし

なさい」というようなことはありませんでした。

笠原　柔軟さがないと所員も育たないということですね。設計事務所

のなかには、絶対的な所長がいて、その所長が描くスケッチを所員が

図面にし、それをまた所長が見て直して、を繰り返して最後まで設計

が進むという事務所もあります。

吉村　それはそれで良いことですよね。

笠原　坂倉事務所や吉村先生の建築環境研究所が個性的な建築家を輩

出されているのは、やはり所員を重んじる仕事のやり方があるからで

はないかと思います。

駒井　それには所長のお人柄も関係していると感じます。昔、関西の

建築家が集まる講演会に参加したとき、ご自身の作風を強く主張され

る方が多いなか、所長はそうではなく作風も人柄も控えめだなと感じ

たことを思い出します。

笠原　強烈な個性を示されるタイプではないということですね。吉村

先生は、ご自身で仕事を取りにいったり、ご自身の考えを通されたり

するのではなく、ある程度受け身でやって行かれるのですね。それは

謙虚とも言えますし、自然に委ねるということでもあると思います。

そうした吉村先生の事務所だから、所員の方も自立して、育って行か

れるのではないでしょうか。

吉村　私にはどうかわかりません。みなさん自由にとらえていただけ

ればと思います。
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■自邸「松ヶ崎の家」
笠原　ご生家は現在「松雲荘」と呼んでおられますが、お隣に建つ自

邸・松ヶ崎の家（1975年竣工）はどのように呼んでおられますか。

吉村　単に自邸と呼んでいます。あれはあんまりパッとしませんね。

当時この辺りには田園が広がっていて、住宅はほとんどありませんで

した。比叡山を背景に生家を写真に撮るとかっこいいのです。自邸が

建つ前、この場所には父の作業場がありました。ここに建物がないと、

松雲荘の西側が見えてよかったかもしれません。

笠原　そうでしょうか。私たちはあのご自邸は名作だと思っています。

三宅　『都市住宅』（1976年 8 月号）では、そのようなアングルで

松ヶ崎の家を撮影した写真が大きく紹介されていますね。北山通りの

ある現在とは印象がまったく異なります。

吉村　自邸が建ったとき、近所の方々が「何かすごいのができた」「喫

茶店だろうか」などと興味深そうに言っておられたそうです。

笠原　松ヶ崎の家はコンクリート造と木造の混構造で、大きな勾配屋

根が掛けられています。屋根は風景に合わせてのものでしょうか。

吉村　風景に合うかどうかということは特に考えていませんでした。

三宅　室内は大きな空間が印象的です。当初の図面には増築予定の書

斎や、おそらく局所暖房のための折りたたみ式のカマクラが描かれて

います。書斎はのちに実現していますが、カマクラはどうでしたか。

吉村　それはありませんが、代わりとして室内にワイヤーを張り、そ

こへ冬にだけテントをかける仕組みを作りました。

三宅　カマクラは形を変えて実現したということですね。

笠原　その後、ご自邸の南側に北山紅茶館（1995年竣工）を設計され

ましたね。この辺りでは有名な喫茶店で、よく利用しています。

吉村　敷地の一部を削って北山通りができた時に、新しい通りに面し

て建てたものです。オーナーさんに建物をお貸ししています。

笠原　 1920年代に遡るご生家「松雲荘」、1970年代のご自邸「松ヶ崎 

の家」、そして1990年代の「北山紅茶館」。この場所は、 3 つの異なる 

時代の名建築がまとまって残るすばらしい場所だと思っています。

時々の要請に従いながら、既存の環境を尊重してつくりあげられてき

たそれぞれの建築とこの場所が、これからも長く使い続けられていく

ことを願ってやみません。本⽇は、貴重なお話をたくさんお聞かせく

ださり、ありがとうございました。

＊� 吉村篤一先生へのインタビューは、2025年 9 ⽉ 6 ⽇に京都・松ヶ崎

の松雲荘にて⾏いました。

� （同席：吉村夕紀、駒井三佐、聞き⼿：笠原一人、三宅拓也）

図 3　�松ヶ崎の家　
外観（提供：建
築環境研究所）

図 4　�松ヶ崎の家　
内部（提供：環
境建築研究所）
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図 5　松雲荘・松ヶ崎の家・北山紅茶館　配置図・1 階平面図
（図面提供：緒方幸樹建築設計事務所、協力：吉村奈穂）

1 ）�松雲荘は吉村篤一の祖父で室内装飾業を営んでいた吉村光太郎が構えた邸宅。
熊倉工務店の設計で1929年に竣工。登録有形文化財。松雲荘の名は、建物公開
に際して、所在地である松ヶ崎雲路町にちなんで吉村篤一によって付けられた。

2 ）�父・午郎は東京高等工芸学校木工科を卒業、のちにプラスチック材料の応用に
取り組み、京都市立美術大学等で講師を務めた。1972年には上野伊三郎を継い
でインターナショナルデザイン学校の校長に就任。

3 ）「先達に聞く：太田隆信氏」（本誌2025年 5 月号）参照。
4 ）�大谷楓「関西の建築家 吉村篤一が問いかけてきたこと：言説および住宅作品か

らの考察」京都工芸繊維大学大学院工芸科学研究科建築学専攻 令和 2 年度修士
論文、2021年。




















